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編集後記 
 前回気づけば良かったんですけど、通巻が60
号をいつの間にか超えていました(笑)。毎月出
してきた訳ではないのですが（最近は毎月頑
張ってますけど）、毎月だとすると5年もやっ

てきたということになりますね。自分でやって
おきながらすごいなぁと思ったり(笑) 

 一方で、このつまらない新聞を読んでくださ
る方がおられ、「おもしろいから続けてね」な
どとお声がけいただくこともあります。ありが

たいことです。 

 私自身が飽きないようにしながら、続けてい
きたいと思います。今年もよろしくです。 
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#お手紙リレー 

第十二期、立春からです 

 第十二期は、立春から春分。 

2月4日 から 3月21日 

で予定しております。チケットをまだ買ってい

ない、前回使い果たしたという方は弊社ネット

ショップやお近くのお取り扱い店でご購入くだ

さい。次期のテーマ、何にしようかな。 

キャンペーン始めます！ 
 飾り原稿用紙の新作発売を記念して、ネッ

トショップにて販売キャンペーンします。詳

しくは、ネットショップのお知らせでご覧い

ただければ幸いです。が、下の写真にある

「あたぼうステーショナリー」ロゴ入りクリ

アファイルを、条件に合った方々に差し上げ

る予定です。このキャンペーンでは数量限定

ですので、奇特にも「欲しい！」という方は

お早めに飾り原稿用紙の新作をお買い求めく

ださい。1月16日からキャンペーンは開始致

します。どうぞよろしくお願いいたします。 

じ ゃば らんだ 4月始ま り、 

ネットショップで予約販売中 

 じゃばらんだ、1月末までの予定で4月始まり

を予約販売しています。実は、以前、4月始まり

を販売した際は、在庫をたんまり抱えてしまっ

たので、今回は予約販売にさせていただいてい

ます。ご了承ください。 

 現状では、まだ予定数には達しておりません

ので、1月末まで待つ予定です。が、一気に増加

したりした場合は早期終了もあり得ます。なぜ

なら、4月始まりは手折り製品でして、大量生産

ができないためです。ご了承いただきたく、お

願い致します。 

 とはいえ、1月始まりの在庫がほぼない今、来

年の2024年版を待てないという方や学校などに

合わせて使いたいという方はぜひ、4月始まりの

ご予約をお願いします。 

お待たせしました。新作飾り原稿用紙 
 飾り原稿用紙を愛してくださっている皆様、あり

がとうございます。1年がかりで飾り原稿用紙の新

作を作りました。2022年は○ふで箋などをやってい

たため、A4の方は少々、手薄になってしまっており

ましたが、なんとか新年に間に合わせました。 

 あたぼうステーショナリーの公式ホームページに

あります、プレスリリースなどを読んでいただけれ

ば、少し苦労を知っていただけるかと思います。ま

た、インスタライブや今後企画したいと思っている

有料オンラインサロンで苦労話の裏などは知ってい

ただければなあ、などと考えております。 

 とにかく今回は弊社のコーポレイトカラーであ

る「深緑」をベースにした飾り原稿用紙を作りた

いということで、進めてきました。デザイナーの

horirium氏にも毎度のことながら、ご苦労をおか

けしました。なかなか、左側の竹のデザインが決

まらなかったり、5文字、5行区切りを何にするか

に迷ったり、魚尾の遊びを何にするかなども紆余

曲折がありました。 

 が、、、形になってみるとその苦労も楽しい想

い出です（デザイナーさんは「おいおい」とおっ

しゃるかもしれないけど(笑)）。 


